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平成２９年第７回邑南町議会定例会（第２日目）会議録 
１．招集年月日   平成２９年８月２９日（平成２９年８月２５日告示） 

２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   会     平成２９年９月１１日（月） 午前 ９時３０分 
                      散会  午前 ９時４９分 
４．応招議員 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 
９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 

１３番  石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ４番 和田 文雄 
  ５番 宮田 博  ６番 漆谷 光夫  ７番 大屋 光宏  ８番 中村 昌史 

９番 日野原 利郎 １０番 清水 優文 １１番 辰田 直久 １２番 亀山 和巳 

１３番 石橋 純二 １４番 三上 徹 １５番 山中 康樹   

７．欠席議員   ０名 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 職 名 氏  名 
町  長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 服部  導士 
管財課長 朝田 誠司 定住促進課長 三上 直樹 企画財政課長 柳川 修司 
町民課長 種 由美 税務課長 上田 洋文 福祉課長 沖 幹雄 

農林振興課長 植田 弘和 商工観光課長 種 文昭 建設課長 土﨑 由文 
水道課長 川中 栄二 保健課長 洲濵 浩敏 会計課長 渡邊 庸子 

羽須美支所長 服部 勲 瑞穂支所長 川信 学   
教 育 長 土居 達也 学校教育課長 日高 始 生涯学習課長 大橋 覚 

      

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 大賀 定  事務局管理監 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 
  議席 氏 名   議席 氏 名 

８番 中村 昌史 １０番 清水 優文 

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成２９年第７回邑南町議会定例会議事日程（第２号） 
 
 

平成２９年９月１１日（月） 午前９時３０分開議  
 
 
開議宣告 

 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 議案の質疑 
   

議案第９５号 平成２８年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
 
議案第９６号 平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
 
議案第９７号 平成２８年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について 
 

議案第９８号 平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 
について 
 

議案第９９号 平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 
て 

 
議案第１００号 平成２８年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
 
議案第１０１号 平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

いて 
 
議案第１０２号 邑南町町営バス条例の一部改正について 
 
議案第１０３号 指定管理期間の変更について 
 
議案第１０４号 邑南町立障害者支援施設及び障害児入所施設条例の廃止について 
 
議案第１０５号 財産の無償譲渡について 
 
議案第１０６号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画 

の策定について 
 
議案第１０７号 平成２９年度邑南町一般会計補正予算第４号について 
 
議案第１０８号 平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号につ 

いて 
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議案第１０９号 平成２９年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算 
第２号について 

 
議案第１１０号 平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号に 

ついて 
 
議案第１１１号 平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
議案第１１２号 平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号について 
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平成２９年第７回 邑南町議会定例会（第２日目）会議録 

平成２９年９月１１日（月） 

―― 午前９時３０分 開議 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより、本日の

会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布をしたとおりです。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。８番、中村議員、１０

番、清水議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の質疑 

●議長（山中康樹）  日程第２、議案の質疑。これより議案第９５号から議案第１１２号まで

の質疑を行います。 

●議長（山中康樹） 議案第９５号からの、から議案第１０１号までの質疑につきましては、

歳入歳出全般にわたっての質疑とさせていただきます。質疑の際はあらかじめページ数を

示して、これを行っていただきますようお願いします。はじめに、議案第９５号に対する

質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９５号の質疑を終わります。続きまして、議

案第９６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９６号の質疑を終わります。続きまして、議

案第９７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９７号の質疑を終わります。続きまして、議

案第９８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９８号の質疑を終わります。続きまして、議

案第９９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第９９号の質疑を終わります。続きまして、議

案第１００号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１００号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１０１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０１号の質疑を終わります。続きまして、
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議案第１０２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０２号の質疑を終わります。ここで、お謀

りをいたします。議案第１０３号から議案第１０５号につきましては瀧田議員、宮田議員、

日野原議員、辰田議員に直接利害関係のある事件であると認められますので、地方自治法

第１１７条の規定により瀧田議員、宮田議員、日野原議員、辰田議員を除斥したいと思い

ますが、これにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、瀧田議員、宮田議員、日野原議員、

辰田議員を除斥することに決定をいたしました。瀧田議員、宮田議員、日野原議員、辰田

議員の退場を求めます。 

●議長（山中康樹） それでは、議案第１０３号に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０３号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１０４号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０４号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１０５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０５号の質疑を終わります。以上で、議案

第１０３号から議案第１０５号の質疑が終わりました。ここで、退場されております瀧田

議員、宮田議員、日野原議員、辰田議員の入場を求めます。 

●議長（山中康樹） 続きまして、議案第１０６号に対する質疑に入ります。質疑はありませ

んか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０６号の質疑を終わります。議案第１０７

号から議案第１１２号までの質疑につきましては、歳入歳出全般にわたっての質疑とさせ

ていただきます。質疑の際は、あらかじめページを示してこれを行っていただきますよう

お願いします。はじめに議案第１０７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●大屋議員（大屋光宏） ７番。 

●議長（山中康樹） ７番。 

●大屋議員（大屋光宏） まずページが２４、２５ページのアグリサポートおーなんに関する

出資金について。これ、ちょっと個別にも聞いたんですが、出資をしてもいいか。ていう

議案が必要ではないかと思うんですが、その、それが必要でないという理由。あの、出せ

る根拠であるとか、この予算書だけで大丈夫である。という理由を教えてください。で、

あわせて３０、３１ページの教育総務費の教育魅力化推進事業費について。これは、あの、

高校魅力化事業の小中学校への拡大というものの一環なんだと思います。で、魅力化推進

事業を行うにあたっては地域の協力であるとか関わりが必要だと思うんですが、それを最
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終的に制度化したような、あの、コミュニティスクール、地域運営学校というものについ

て、その、邑南町はどのように考えているか。えと、魅力化とあわせて必ずしも全国でや

ってるわけじゃないですが、かなり小中の中でコミュニティスクールって地域との関わり

を大事にするためにコミュニティスクール化というのが出てるんですが、そのへんに対す

る考えを教えてください。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） ええ、出資金の議決の件についてお答えいたします。ええ、

出資金に、町が出資金をする場合は地方自治法９６条第１項第６号に基づき議決が必要で

はないかというご質問かと思います。これにつきましては、地方財務実務提要上も現金を

出資する場合は、予算に計上することによって議決の対象とすることができるというふう

にかかれておりますので、これを根拠に今回補正予算に計上することによって議決案件と

して扱えるものというふうに考えております。 

●土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） あのお、コミュニティスクールの件ですけども、島根県では出雲

市が全域でそういう取り組みをしているというふうに聞いております。全県的にはあの

お、あまり島根県は多くの学校が取り組んでいるということではありませんけども、ええ、

そういう考え方というのは、ええ、島根県、いろんなところで取り組みがされているとい

うふうに思っております。例えば、あのお、学校評価委員がそれぞれの学校地域に、ええ、

まあ、選んでそこで学校の考え方を４月当初、５月学年度初めに説明をして、そして学校

にいろんなかたちできていただいて、最終的に評価をしてただくというようなかたちもと

っておりますし、それから、中身的には地域の皆さんの力を借りていろんなまあ取り組み

をしておりますので、その制度そのものというよりは実態としてはそういうかたちに近づ

いているんではないかなあというふうに思っております。ただ、あの、魅力化を進める上

でいろんなまあ、考え方を保護者だけなくて地域の皆さん方に一緒になって考えてもらっ

たり、あるいは考え方を共有していくというその考え方は大変必要だというふうに思って

おりますので、制度そのもということを取り入れるかどうかということよりは、そういう

実態として進めていきたいというふうに考えております。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） はい、ええと、会計のほうの関係なんでちょっと、地方財政なんと

かなんとかですよね。で、いいってことなんですけど、結局あのお、補助金とかいろんな

ことにしても出す根拠があってそれに基づいて予算書ができて、えと、議会としても補助

金の交付、関する条例とかを承認しているのでそれに基づいて出すんだろうっていうこと

がわかるんですけど、出資に関しては結局どういう相手にどういう理由で出せるっていう

根拠がないんだと思います。地方自治法上でも出資することはできるけどそれ議決案件と

なっとればやはり議決をしなければ今回でも、合同会社がどんな会社でなぜ邑南町が出資

していくら出すかというのがわからないんだと思います。予算書に書いてあることでいい
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ということになれば、仮に例えばここに三つぐらいの案件があって総額いくらってあった

ときに、じゃあどこにそれぞれの会社にどういう理由でいくらずつ出すかというのはわか

らないので、書いてあってわかってもこれはあのお、ここの部分については流用が可能で

あれば結果的にその執行部の裁量権で根拠なく移せるってことになれば、やはり出資とい

うことで債権を持つんであれば議会の議決をしなければいけないと思うんですが、その地

方自治法とか町の条例以外のとこが根拠に出てくるというのはそれは議員も皆さん知っ

てるわけじゃないので、それが根拠になる理由をもう一回教えてもらいたいです。それと、

コミュニティスクールについては確かにあのお、皆さんがほぼそれに近いかたちをやって

ますし、制度ではないですが。といわれるんですが、若い、現在の保護者とか今から子ど

もを小学校、中学校に送り出す保護者の人達が、あのお、学校に関わるためにもコミュニ

ティスクールっていう制度化をきちんとしたほうがいいのじゃないか。今のかたちで地域

と関わることはできるけど、その地域という中にほんとに若い人達が入れて意見がいえる

かってことを思えば、コミュニティスクールっていうのは今からの保護者にとっては魅力

的に感じるのじゃないのかなあと思うんです。あのお、魅力化の事業の推進と一緒に検討

していただければ嬉しく思います。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） はい、ええと、まあ、根拠というところになりますけど。

まずはですね、地方公共団体が出資すること自体は法律上特段の禁止規定がありませんの

で制限はされておりません。そのためここで予算に計上することによって、公共性の有無

をこちらのほうで判断していただくことになろうかというふうに考えております。 

●土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） あのお、今はそこまで厳しくということはないんですけども、以

前示されたコミュニティスクール事業は、いわゆる教員の人事も含まれていたために、島

根県ではそういうことが本当に必要なのかどうかというような判断もされて、まあ、島根

県は中々進んでいなかったというのが実情だというふうに思っております。ただ、あのお、

文科省もそこがコミュニティスクールの進まないまあ、一番の原因じゃないかということ

で、そこはまあ、緩やかにしたということもあります。それから、あのお、魅力化を進め

る上で保護者も含めた地域の皆さん方に学校のあり方を含めて協力体制をつくっていく

ということは非常に必要だというふうに思っておりますので、かたちということだけでな

くて、そういうかたちがまあ、邑南町に合ったものができないかということは検討してい

く必要があるんじゃないかなというふうに思っております。 

●大屋議員（大屋光宏） はい。 

●議長（山中康樹） ７番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏） あのお、出資ができることの根拠についてはこれ以上は事務的な話

なので私にはわからないので、これで間違いがなければここで審議をすればいいというこ

とであればいいのかなあと思います。で、コミュニティスクールはあのお、確かにあのお、

人事権の問題があって進んでなかったですけど、今は緩やかというか教育委員会が定めた
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範ちゅうに関してのみ人事に関して述べることができるってことでかなりあのお、制度が

変わったんだと思います。そのあたりがあのお、徹底されてなくていまだにあのお、初期

の形で抵抗感があのお、全体的に強いのかなあと思いました。あのお、議会でコミュニテ

ィスクールの話が出たことがなかったので、一度聞きたいという思いもあって質問しまし

た。あのお、是非、魅力化の推進とあわせて検討していただければと思います。 

●議長（山中康樹） 答弁はいいですか。 

●土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 土居教育長。 

●土居教育長（土居達也） はい、あのお、検討をしてみたいと思います。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） あのお、最初に申しあげましたあのお、地方財務実務提要

でございますが、こちらのほうは、総務省の外郭団体がつくっておる書類でございます。

で、こちらのほうはまあ、ある意味、行政実例的な事例が載っておりまして、これに基づ

いて我々は是々非々で判断してやっておるところでございます。 

●議長（山中康樹） えー、他に質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０７号の質疑を終わります。議案第１０８

号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０８号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１０９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１０９号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１１０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１１０号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１１１号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１１１号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１１２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（山中康樹） 無いようですので、議案第１１２号の質疑を終わります。以上で議案第

９５号から議案第１１２号までの質疑はすべて終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●議長（山中康樹） 以上で本日の日程は、すべて議了いたしました。本日はこれにて散会と

いたします。 

―― 午前９時４９分 散会 ―― 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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